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主 な 内 容

市 民 と 築 く 安 心 で 健 康 な ま ち　 し ろ い

人口　61,953人（＋34）
男　　30,983人（＋17）
女　　30,970人（＋17）
世帯　23,224戸（＋17）
※10月末日現在。
（　）内は前月比。
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市
営
駅
前
駐
輪
場
定
期
利
用
申
請

受
け
付
け
開
始

　
市
営
駅
前
駐
輪
場
を
利
用
で
き
る

の
は
1
人
に
付
き
1
台
で
、
自
転
車

と
排
気
量
50
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自

転
車
（
白
井
駅
前
第
3
駐
輪
場
、
西

白
井
駅
前
第
1
・
2
駐
輪
場
の
み
）

が
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
期
間
　
　
平
成
24
年
4
月
1
日

㈰
〜
平
成
25
年
3
月
31
日
㈰

場
所
　
左
図
の
と
お
り

利
用
料
金
・
駐
輪
場
別
駐
輪
可
能
台

数
　
左
下
表
の
と
お
り

定
期
利
用
の
申
請

　
所
定
の
申
請
書
（
市
民
安
全
課
、

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
、
西
白
井
複
合

セ
ン
タ
ー
、
白
井
駅
、
西
白
井
駅
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
で
郵
送
す

る
か
直
接
市
民
安
全
課
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
郵
送
や
直
接
持
参
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
、

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
白
井
駅
、

西
白
井
駅
に
設
置
す
る
「
あ
ず
か
り

箱
」
へ
申
請
書
を
投
か
ん
し
て
の
申

請
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
電
子

申
請
も
で
き
ま
す
（
E
メ
ー
ル
、
フ

ァ
ク
ス
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
） 

。

受
付
期
間
　
本
日
〜
12
月
27
日
㈫

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
申
込
者
利
用
決
定
後
に
空
き
が
あ

る
場
合
は
、
市
民
安
全
課
で
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
（
先
着
順
）。

西白井駅前駐輪場 市
営
駅
前
駐
輪
場
定
期
利
用
申
請

受
け
付
け
開
始

　県および市独自で農産物の放射性物質検査を実施しました。
　農産物の採取日、放射性ヨウ素およびセシウム134、137の値は下表
のとおりです。
【暫定規制値(野菜類)】
放射性ヨウ素　2,000ベクレル／㌔㌘
放射性セシウム　500ベクレル／㌔㌘
■問　農政課農政班　内線3251・2

農産物の放射性物質検査結果

放射性物質検査結果

採取日 品目
放射性ヨウ素・セシウム（ベクレル／㌔㌘）
ヨウ素 セシウム134 セシウム137

11月4日 キウイフルーツ 検出せず 20 21
11月9日 キュウリ 検出せず 検出せず 検出せず
※「検出せず」とは放射性物質が存在しないか放射性ヨウ素、放射性セシウ
ム134、放射性セシウム137それぞれについて、市独自検査のキウイフルーツ
は10ベクレル／㌔㌘未満、県検査のキュウリは20ベクレル／㌔㌘未満である
ことを示します。

定
期
使
用
料
の
免
除

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

使
用
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
料
減
免
申

請
書
と
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
な

ど
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
保
護
を

受
け
て
い
る
世
帯
の
人

●
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
き
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

利用料金

使用区分
市内在住者 市外在住者

自転車
原動機付
自転車

自転車
原動機付
自転車

定期使用
（年額）

一　般 2,400円 3,600円 4,800円 7,200円

高校生以下 1,200円 1,800円 2,400円 3,600円

一時使用（24時間まで） 100円 200円 100円 200円

駐輪場別駐輪可能台数

駅 駐輪場名
自転車 原動機付自転車

（50CC以下）定期利用 一時利用

白井駅

①白井駅前第1駐輪場 533台 16台 －　

②白井駅前第2駐輪場 184台 －　 －　

③白井駅前第3駐輪場 354台 24台 40台

④白井駅前第4駐輪場 415台 －　 －　

西白井駅

①西白井駅前第1駐輪場 683台 19台 23台

②西白井駅前第2駐輪場 1,463台 68台 100台

③西白井駅前第3駐輪場 580台 －　 －　

放置自転車禁止区域

　
市
で
は
本
日
か
ら
、
白
井
・
西
白
井
駅
前
駐
輪
場
の
平
成
24
年
4
月
か
ら
の
定
期
利
用
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

利
用
を
希
望
す
る
人
は
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

い
る
人

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
き
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
と
そ
の
児
童
（
特
別
児
童
扶
養
手

当
お
よ
び
児
童
手
当
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
）

●
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
交
付
さ
れ
た
療
育
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
人

駐
輪
場
利
用
ル
ー
ル
・

注
意
事
項

○
駐
輪
場
内
で
の
自
転
車
な
ど
の
盗

難
・
損
傷
な
ど
の
利
用
者
の
損
害
に

つ
い
て
、
市
は
一
切
の
責
任
を
負
い

ま
せ
ん

○
盗
難
防
止
の
た
め
、
利
用
者
は
自

転
車
へ
確
実
に
施
錠
を
し
て
く
だ
さ

い
（
二
重
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
）

○
危
険
防
止
の
た
め
、
駐
輪
場
内
は

自
転
車
・
原
動
機
付
自
転
車
か
ら
は

降
車
し
て
通
行
し
、
ラ
ッ
ク
・
区
画

線
に
き
ち
ん
と
停
め
て
く
だ
さ
い

○
ル
ー
ル
違
反
（
指
定
駐
輪
場
以
外

へ
の
駐
輪
、
無
許
可
駐
輪
な
ど
）
の

自
転
車
な
ど
に
つ
い
て
は
、
撤
去
し

ま
す

○
一
時
利
用
で
利
用
券
発
行
か
ら
24

時
間
を
超
え
た
場
合
は
、
改
め
て
利

用
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い

○
発
火
性
・
引
火
性
な
ど
の
危
険
物

の
駐
輪
場
内
へ
の
持
ち
込
み
や
、
ご

み
な
ど
を
放
置
・
散
乱
し
な
い
で
く

だ
さ
い

○
駅
側
か
ら
、
間
を
空
け
ず
に
順
次

駐
輪
し
て
く
だ
さ
い

○
駐
輪
場
で
は
係
員
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い

自
転
車
は
車
道
を
走
行

し
ま
し
ょ
う

　
自
転
車
を
利
用
す
る
人
は
、
以
下

の
「
自
転
車
安
全
利
用
5
則
」
を
守

っ
て
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外 

白井駅前駐輪場

②
車
道
は
左
側
を
通
行 

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る 

●
飲
酒
運
転
、
二
人
乗
り
、
並
進
は

禁
止 

●
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯 

●
信
号
を
守
る

●
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安
全
確

認 ⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用 

※
傘
さ
し
運
転
や
運
転
中
の
携
帯
電

話
・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
な
ど
の
使
用
な
ど

も
ル
ー
ル
違
反
で
す
。

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
1
〜
3

臨時職員募集
　市では放射能簡易測定機器を使用して、地
元の農産物や給食食材の放射能検査を行う臨
時職員を募集します。
対象　簡単なパソコン（ワード・エクセル）
操作の出来る人　2人
勤務期間　1月下旬～
※実務に当たっては、事前に研修を行います。
勤務日・時間　週5日・午後1時～ 5時
勤務場所　市役所
※農政課職員と畑など現地に出向く場合もあ
ります。
時給　830円（別途交通費あり）
■申・■問　履歴書に必要事項を記入の上、12
月16日㈮までに直接農政課農政班　内線
3251へ

〜
平
成
24
年
4
月
か
ら
の
利
用
分
〜



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

特別会計
会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険事業勘定 53億8,487万7千円 52億1,381万8千円 1億7,105万9千円
老人保健 317万6千円 215万3千円 102万3千円

介護保険事業勘定 21億7,763万3千円 20億6,473万9千円 1億1,289万4千円
後期高齢者医療 3億2,887万4千円 3億2,701万1千円 186万4千円
下水道事業 9億33万5千円 7億9,440万2千円 1億593万3千円

学校給食共同調理場事業 4億5,899万1千円 4億5,522万3千円 376万8千円

企業会計
事業名 歳入 歳出 差引

水道事業
収益的収支 3億9,870万2千円 3億9,426万7千円 443万5千円

資本的収支 3,513万円 4,923万3千円 △1,410万3千円
※資本的収支の不足額は留保資金などから補てんしました。

一般会計以外は
　平成22年度の特別会計および企業会計の決算は、下表のとおり6つの特別会計が黒字になりました。
※各表の△はマイナスを表します。
　各表中の数値は千円未満単位を四捨五入しているため、合計と内訳が一致しないところがあります。

平
成
22
年
度
の
決
算

　
市
は
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
・
県
の
補
助
金
や
借
入
金
な
ど
を
基
に
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
が
平
成
22
年
度
に
ど
れ
だ
け
の
費
用
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か

を
、
市
の
決
算
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
の
決
算

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は

歳
入
（
収
入
）
が
1
7
6
億
6
、
7

3
0
万
円
（
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
2
億
5
、  

2

7
9
万
8
千
円
を
含
む
）  

、
歳
出
が

1
6
7
億
2
、  

1
5
4
万
7
千
円
で

し
た
。

　
差
し
引
き
は
9
億
4
、
5
7
5
万

3
千
円
の
黒
字
で
し
た
が
、
こ
の
中

に
は
平
成
22
年
度
で
完
了
し
な
か
っ

た
た
め
に
平
成
23
年
度
で
引
き
続
き

実
施
す
る
事
業
な
ど
に
使
う
財
源
の

2
億
6
、
8
1
0
万
9
千
円
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
平

成
22
年
度
の
収
支
は
6
億
7
、  

7
6

4
万
4
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
左
図
の
と

お
り
で
す
。

◆
歳
入
…
地
方
交
付
税
が
増
加

　
歳
入
の
約
5
割
を
占
め
る
市
税
は

景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
平

成
21
年
度
に
比
べ
て
3
億
3
、  

0
2

6
万
2
千
円
（
3
・
7
㌫
）
減
少
し

ま
し
た
。

　
税
収
の
少
な
い
自
治
体
に
対
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、

税
収
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

平
成
21
年
度
に
比
べ
て
4
億
6
、
1

7
1
万
3
千
円
（
83
・
0
㌫
）
増
加

し
ま
し
た
。

◆
歳
出
…
公
債
費
が
減
少

　
歳
出
で
は
民
生
費
が
子
ど
も
手
当

の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
平
成
21
年
度

に
比
べ
て
10
億
9
、
2
5
8
万
7
千

円
（
29
・
8
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
市
の
借
金
返
済
の
た
め
の

費
用
で
あ
る
公
債
費
に
つ
い
て
繰
り

上
げ
償
還
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

5
億
4
、
2
1
5
万
2
千
円
（
26
・

0
㌫
）
減
少
し
た
た
め
、
歳
出
全
体

で
は
4
億
3
、
7
6
6
万
2
千
円

（
2
・
6
㌫
）
減
少
し
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
な
ど
に
要

し
た
費
用
は
、
庁
舎
な
ど
の
公
共
施

設
の
修
繕
や
避
難
所
の
開
設
な
ど
に

よ
る
も
の
で
、
2
、
0
8
7
万
7
千

円
で
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
平
成
22
年
度
に
完
了
し
な
か
っ
た

事
業
（
建
物
の
一
部
に
損
傷
が
生
じ

た
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

整
備
な
ど
）
に
か
か
る
3
億
9
、
8

5
5
万
1
千
円
は
、
平
成
23
年
度
に

繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

【
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
を

築
く
】

●
私
立
保
育
園
施
設
整
備
へ
の
補
助

…
1
億
9
、
4
3
0
万
4
千
円

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
の
た

め
、
私
立
保
育
園
2
園
の
整
備
に
対

し
て
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

●
中
学
校
の
改
修
…
2
、
0
2
6
万

5
千
円

　
生
徒
が
学
習
し
や
す
い
安
全
な
教

育
環
境
を
実
現
す
る
た
め
、
大
山
口

中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
や
安
全
・

防
犯
対
策
、
ト
イ
レ
改
修
や
バ
リ
ア

地方債の残高（一般会計）
区分 平成22年度末 平成21年度末 差引
総務費 77億7,656万5千円 71億4,336万8千円 6億3,319万8千円
民生費 77億6,469万4千円 9億7,051万円 △2億581万6千円
衛生費 4億905万5千円 4億2,367万3千円 △1,461万8千円
土木費 2億1,745万5千円 2億3,879万7千円 △2,134万2千円
消防費 3,779万2千円 5,642万9千円 △1,863万7千円
教育債 39億7,976万3千円 43億5,216万9千円 △3億7,240万5千円
合計 131億8,532万4千円 131億8,494万5千円 37万9千円

※△はマイナスを表します。
　表中の数値は千円未満単位を四捨五入しているため、合計と内訳が一
致しないところがあります。

フ
リ
ー
な
ど
に
配
慮
し
た
校
舎
改
修

工
事
の
基
本
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

　
教
育
環
境
の
向
上
と
災
害
時
の
避

難
場
所
と
し
て
の
安
全
性
な
ど
を
確

保
す
る
た
め
、
白
井
中
学
校
と
七
次

台
中
学
校
の
体
育
館
改
修
工
事
の
実

施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

【
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
く
】

●
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
…
3

7
7
万
8
千
円

　
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
す
る
た
め
、
住
民
意
識
や
事
業
者

の
意
向
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

【
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
築
く
】

●
健
（
検
）
診
事
業
…
5
、
4
0
9

万
9
千
円

　
生
活
習
慣
の
予
防
や
疾
病
の
早
期

発
見
・
治
療
を
図
る
た
め
、
各
種
健

（
検
）
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
元
気
に
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
築
く
】

●
団
塊
世
代
地
域
活
動
支
援
事
業
…

14
万
1
千
円

　
白
井
市
民
大
学
校
に
新
た
に
「
し

ろ
い
発
見
学
部
」
を
創
設
し
、
団
塊

地方債の残高
　地方債は将来にわたって市民が利用する道路や公共施設の建設な
どの費用を、現在の市民だけでなく将来の市民にも負担してもらう
ことが公平である場合に、県が同意などをした後に国などから借り
入れる市の借金です。
　一般会計の平成22年度末の地方債残高は下表のとおりです。

世
代
の
人
た
ち
が
こ
れ
ま
で
の
社
会

経
験
を
生
か
し
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
市
民
活
動
な
ど
に
取
り
組
め
る

よ
う
支
援
し
ま
し
た
。

●
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
…
1

1
8
万
2
千
円

　
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
の

た
め
、
白
井
梨
の
P
R
チ
ラ
シ
や
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

【
み
ど
り
豊
か
で
快
適
な
ま
ち
を
築
く
】

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
へ
の
補
助
…
4
9
3
万
4
千
円

　
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
生
活
環
境

の
向
上
の
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
対
し
て
補
助

を
行
い
ま
し
た
。

●
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
派
遣
…
8
万
円

　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
に
対
し
て
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
士
を
派
遣
し
、
問
題
解
決

の
た
め
に
助
言
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

問
　
財
政
課
財
政
班
　
内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

市の財産（平成22年度末）

土地 948,663平方㍍

建物 145,441平方㍍

有価証券 3億7,226万円

出資による権利 3億9,006万1千円

自動車 73台

基金
土地 42,912平方㍍

現金 40億2,416万9千円

市の財産
　平成22年度末で市が保有する土地や建
物などの財産は下表のとおりです（一般
会計以外の財産を含みます）。
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市
は
市
民
参
加
推
進
会
議
に
対
し

「
平
成
22
年
度
市
民
参
加
の
実
施
状

況
に
対
す
る
総
合
的
評
価
」「
市
民

参
加
条
例
の
検
証
・
見
直
し
」
に
つ

い
て
諮
問
し
、
そ
の
答
申
が
11
月
15

日
に
答
申
書
と
し
て
市
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
答
申
書
で
は
平
成
22
年
度
に
市
が

実
施
し
た
第
4
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
策
定
事
業
な
ど
4
事
業
の
市

民
参
加
推
進
状
況
に
つ
い
て
調
査
・

審
議
の
上
、
総
合
的
評
価
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
市
民
参
加

の
拡
充
を
図
る
た
め
に
、
市
民
参
加

条
例
の
改
善
の
方
向
性
に
つ
い
て
提

言
し
て
い
ま
す
。

　
答
申
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
答
申
書
は
市
役
所
1
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、図
書
館
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

平
成
22
年
度
市
民
参
加

の
実
施
状
況
に
対
す
る

総
合
的
評
価

　
平
成
22
年
度
の
市
民
参
加
条
例
の

対
象
事
業
は
4
事
業
で
、
総
合
的
評

価
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
う

ち
③
と
④
の
2
事
業
に
つ
い
て
は
平

成
23
年
12
月
現
在
実
施
中
の
事
業
で
、

平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
市
民
参
加

に
つ
い
て
の
み
評
価
し
て
い
ま
す
）。

①
白
井
市
第
4
次
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
策
定
事
業
（
平
成
21
・
22
年

度
）
事
業
終
了

総
合
評
価
　
良
好

【
評
価
コ
メ
ン
ト
】

●
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
市
民
参

加
が
行
わ
れ
て
お
り
、
積
極
的
に
情

報
を
提
供
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

特
に
、
事
前
説
明
会
を
含
め
市
民
へ

の
情
報
提
供
、
参
加
機
会
が
積
極
的

に
な
さ
れ
た
こ
と
と
併
せ
て
実
施
し

た
市
民
参
加
の
結
果
に
対
し
て
定
期

的
に
情
報
公
開
を
し
て
い
る
こ
と
は

非
常
に
高
く
評
価
し
た
い

●
市
か
ら
の
市
民
に
対
す
る
情
報
提

供
、
働
き
掛
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、

市
民
も
そ
れ
に
対
応
し
、
結
果
と
し

て
市
民
参
加
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い

た
。
市
民
参
加
の
方
法
の
一
つ
の
取

り
組
み
の
モ
デ
ル
と
し
て
評
価
と
し

た
い

②
男
女
共
同
参
画
推
進
行
動
計
画
策

定
事
業
（
平
成
21
・
22
年
度
）
事
業

終
了

総
合
評
価
　
良
好

【
評
価
コ
メ
ン
ト
】

●
わ
か
り
や
す
い
市
民
へ
の
情
報
提

供
な
ど
計
画
策
定
に
つ
い
て
、
市
民

参
加
は
お
お
む
ね
適
切
に
行
わ
れ
て

い
た
。
計
画
推
進
の
た
め
意
識
啓
発

に
す
で
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
持
続
的
に
必
要
で
あ
る

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、

応
募
の
あ
っ
た
意
見
を
計
画
に
取
り

入
れ
る
な
ど
市
民
参
加
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
る
が
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見

に
つ
い
て
の
市
の
考
え
方
の
公
開
が

計
画
策
定
後
と
な
っ
て
い
る
の
が
残

念
で
あ
る
。
事
業
の
重
要
性
を
考
え

る
と
、
意
見
募
集
期
間
の
拡
大
も
含

め
て
も
う
少
し
早
い
時
期
で
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
が
望
ま
し
い

●
広
報
し
ろ
い
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
公
表
に
お
い
て
も
、
市
民

に
分
か
り
や
す
く
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
だ
け
に
、
男
女
別
の
回
答
な
ど

が
あ
れ
ば
、
な
お
良
か
っ
た

③
第
5
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
事
業
（
平
成

22
・
23
年
度
）
事
業
継
続
中

総
合
評
価
　
良
好

【
評
価
コ
メ
ン
ト
】

●
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
調
査
結
果
を
予
定

ど
お
り
公
表
す
る
と
と
も
に
、
計
画

案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
予
定
通
り
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い●
市
民
参
加
条
例
第
24
条
に
規
定
す

る
「
そ
の
他
の
方
法
」
と
し
て
、
事

業
者
等
団
体
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
こ
と
は
、
条
例
で
規
定
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
市
民
参
加
の
手
法

と
比
べ
て
、
自
ら
が
検
討
し
て
実
施

し
た
意
欲
的
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
評
価
し
た
。
た
だ
し
、
情
報
公

開
が
現
時
点
で
は
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
情
報
公
開
に
つ
い
て
、
今

一
層
の
成
果
を
期
待
し
た
い

④
白
井
市
環
境
基
本
計
画
策
定
事
業

（
平
成
22
・
23
年
度
）
事
業
継
続
中

総
合
評
価
　
改
善
を
要
す
る

【
評
価
コ
メ
ン
ト
】

●
審
議
会
開
催
の
周
知
が
実
施
さ
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
審
議
会
の
議
事
録
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
公
表
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
市
民
へ
の
情
報
提

供
の
取
り
組
み
が
極
め
て
弱
い

●
結
果
の
公
開
は
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

の
意
見
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
る
の

で
、
審
議
会
後
に
速
や
か
に
議
事
録

を
公
開
す
る
な
ど
、
市
民
へ
の
情
報

提
供
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

●
今
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
意
見
交
換
会
の
開
催
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
は
、

市
民
参
加
の
幅
を
広
げ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
市
民
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
環

境
を
作
る
と
と
も
に
積
極
的
に
市
民

へ
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
評
価
し
た

市
民
参
加
条
例
の
検

証
・
見
直
し

　
市
民
参
加
条
例
の
施
行
以
降
、
市

民
参
加
の
手
法
が
市
民
や
行
政
に
浸

透
し
て
き
ま
し
た
が
「
市
民
参
加
条

例
の
対
象
事
業
が
少
な
い
」「
女
性

の
参
加
や
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
、
世
代

の
市
民
が
参
加
す
る
機
会
が
少
な

い
」
な
ど
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
課
題
解
決
の
た
め
の
見

直
し
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
見
直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
審
議
し
て

い
き
ま
す
。

【
提
言
の
概
要
】

●
市
民
参
加
条
例
の
実
施
機
関
に
農

業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど

を
加
え
て
拡
大
す
る
と
と
も
に
市
民

参
加
条
例
の
対
象
事
業
を
拡
大
す
べ

き
で
す

●
公
募
委
員
の
拡
大
を
引
き
続
き
進

め
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代

や
職
業
、
性
別
の
市
民
が
市
民
参
加

で
き
る
よ
う
な
新
し
い
市
民
参
加
の

し
く
み
の
研
究
が
必
要
で
す

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
文
言
を

広
報
な
ど
で
使
用
す
る
と
き
は
、
内

容
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）」

と
日
本
語
を
併
記
し
て
く
だ
さ
い

答
申
を
踏
ま
え
て

　
市
で
は
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
よ

り
一
層
の
市
民
参
加
を
推
進
し
「
市

民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま
ち
　
し

ろ
い
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
1

市
民
参
加
条
例
に
基
づ
き

市
民
参
加
の
状
況
を
評
価

〜
市
民
参
加
推
進
会
議
の
答
申
〜

秋 の 叙 勲
　叙勲は国や公共に対し功労のあった人、
社会の各分野において優れた行いのあった
人などに授与されるものです。

瑞宝小綬章
　大塚章司さん
　（元陸上自衛隊航空学校霞ケ浦分校長
　　　　　　　　　　　　・池の上在住）
　土井清暢さん
　（元特許庁審判部審判長・池の上在住）

　松浦雄三さん
　（元環境庁自然保護局施設整備課長
　　　　　　　　　　　　　・桜台在住）

人口増加率は県内1位
～国勢調査結果公表～

　平成22年国勢調査結果が総務
省統計局より公表されました。
　県および市の人口などは下表
のとおりです。
　平成17年国勢調査と比べた市
の人口増加数は7,340人で、増加
率は13.8㌫と県内で1位でした。
■問　企画政策課情報管理班　内線3358・9

平成22年国勢調査結果（確定値）

区分
人口

世帯数
総数 男 女

千葉県 6,216,289人 3,098,139人 3,118,150人 2,515,904世帯
白井市 60,345人 29,943人 30,402人 21,207世帯

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員
を
委
嘱

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
を
10
月
31
日
に
開
催
し
、
5
人
の

委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
は
、
市
の
情
報
公
開
、
個
人
情
報

の
保
護
に
関
し
、
実
施
機
関
（
市
長

な
ど
）
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
・

審
議
し
、
答
申
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機

関
で
す
。

　
任
期
は
平
成
25
年
9
月
30
日
ま
で

の
2
年
間
で
、
委
員
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
（
敬
称
略
）。

委
員

　
西
本
邦
男
（
会
長
）、
井
川

芳
枝
、
中
澤
孝
子
、
中
村
淑
子
、
古

井
正
二

問
　
総
務
部
総
務
課
行
政
班
　
内
線

3
3
1
2

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
3
期
分

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
6
期
分

介
護
保
険
料
…
…
…
…
…
…
6
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
6
期
分

●
納
期
限
は
26
日
㈪
で
す

●
市
税
な
ど
は
期
限
内
に
納
付
し
ま

し
ょ
う

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
除
き

納
期
限
内
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す

　市民参加推進会議と

は市民参加に関する基

本的事項を調査審議す

る市長の諮問機関です。

委嘱を受ける委員

市長に答申書を手渡す吉井会長、池川副会長

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査

結
果

　
昨
年
度
に
市
・
県
で
実
施
し
た
市

内
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
大
気
の
調
査
は
公
民
セ
ン
タ
ー
屋

上
、
水
質
調
査
は
名
内
橋
（
名
内
）

で
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
結
果
の
数
値
は
年
間
の
平
均

値
で
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃
度
が

各
異
性
体
に
よ
っ
て
毒
性
が
異
な
る

た
め
、
最
も
毒
性
の
強
い
物
質
の
毒

性
に
換
算
し
て
合
計
し
た
毒
性
等
量

（
T
E
Q
）に
よ
っ
て
表
し
て
い
ま
す
。

大
気

　
0
・
0
3
7
㌰
㌘
―
T
E
Q

／
立
方
㍍
（
0
・
6
㌰
㌘
―
T
E
Q

／
立
方
㍍
）

水
質

　
0
・
51
㌰
㌘
―
T
E
Q
／
㍑

（
1
㌰
㌘
―
T
E
Q
／
㍑
）

※
カ
ッ
コ
内
は
環
境
基
準
値
を
表
し

ま
す
。

　
1
㌰
㌘
は
1
兆
分
の
1
グ
ラ
ム
の

重
さ
を
表
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
指
導
対
策
班
　
内
線
3

2
7
3

用語解説

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

白井駅前付近

　「特措法（平成23年3月11日に発生
した東北地方太平洋沖地震に伴う原子
力発電所の事故により放出された放射
性物質による環境の汚染への対処に関
する特別措置法）」が平成24年1月1日
から本格施行されます。
　この特措法では環境省が除染を行う
必要があると認める自治体を今月上旬
に「汚染状況重点調査地域」として指
定し、市が除染を行う際に発生する費
用を支援するとあります。
　市では「汚染状況重点調査地域」に
指定されるよう環境省に要望しました。
　この要望への回答、市の除染計画な
どは今後の広報しろいなどでお知らせ
します。
■問　環境課放射線対策室　内線3287

環境省へ要望しました
～汚染状況重点調査地域の指定～
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精
神
保
健
福
祉
士
で
す

〜

精

神

障

害

の

リ

ハ

ビ

リ

〜

る
力
を
養
う
だ
け
で
な
く
、
病
気
の

再
発
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

　
A
さ
ん
は
何
度
か
精
神
科
へ
の
入

退
院
を
し
て
い
ま
し
た
。
退
院
す
る

と
い
つ
の
間
に
か
生
活
リ
ズ
ム
が
崩

れ
、
薬
を
飲
む
時
間
が
ば
ら
ば
ら
に

な
り
、
再
発
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
入
院
を
し
た
時
の
病
院
ス
タ
ッ
フ

か
ら
、
地
域
の
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
通
う
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
初
め
は
緊
張
し
て
行
く
こ
と
が

嫌
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
2
年
た
っ

た
今
で
は
逆
に
セ
ン
タ
ー
の
通
所
日

が
楽
し
み
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
A

さ
ん
は
仲
間
と
薬
の
大
事
さ
に
つ
い

て
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
2

年
間
は
再
入
院
す
る
こ
と
な
く
過
ご

せ
て
い
ま
す
。

【
長
く
続
け
る
こ
つ
】

　
A
さ
ん
か
ら
聞
い
た
長
く
続
け
る

こ
つ
は
、
無
理
を
せ
ず
自
分
に
で
き

る
日
数
に
す
る
こ
と
。
通
う
曜
日
を

決
め
て
そ
の
日
を
目
標
に
一
週
間
を

過
ご
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
本
人
に
合
っ
た
リ
ハ

ビ
リ
の
場
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
精
神
保
健
福
祉
士
　
伊
藤
直
道

　
今
月
3
日
㈯
か
ら
9
日
㈮
ま
で
は

障
害
者
週
間
で
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
と
聞
く
と
、
足
腰
を
鍛

え
た
り
、
関
節
の
動
き
を
良
く
す
る

こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
今
回
は
統
合
失
調
症
な
ど

の
「
精
神
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ
」
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
病
気
で
病
院

を
受
診
す
る
と
、
ま
ず
初
め
に
薬
が

処
方
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
も
っ
と
も

重
要
な
治
療
が
薬
物
療
法
だ
か
ら
で

す
。
薬
を
服
用
し
、
あ
る
程
度
症
状

を
落
ち
着
か
せ
た
上
で
と
て
も
重
要

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
リ
ハ

ビ
リ
で
す
。
具
体
的
に
は
デ
イ
ケ
ア

や
地
域
の
作
業
所
（
最
近
は
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
呼
ん
で
い
ま
す
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
デ
イ
ケ
ア
で
は
手
工
芸
や
軽
ス

ポ
ー
ツ
、
話
し
合
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
、
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
内
職
や
農
作
業

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
同
じ
時

間
に
通
う
こ
と
に
よ
り
生
活
の
リ
ズ

ム
を
整
え
た
り
、
軽
作
業
を
通
し
て

仕
事
へ
の
集
中
力
を
高
め
た
り
、
グ

ル
ー
プ
の
中
で
人
と
接
す
る
こ
と
に

よ
り
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応
を
練
習
し

ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
生
活
を
す

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

　「
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
　

　
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
」　

〜
4
日
㈰
か
ら
10
日
㈯
ま
で
は
人
権
週
間
〜

　
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和

な
世
界
を
つ
く
る
た
め
、
昭
和
23
年

12
月
10
日
に
国
際
連
合
総
会
で
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
法

務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

翌
年
か
ら
12
月
4
日
㈰
か
ら
10
日
㈯

ま
で
を
人
権
週
間
と
定
め
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め

の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て

お
り
、
市
で
も
街
頭
啓
発
な
ど
を
行

い
ま
す
。

人
権
相
談

　
毎
月
第
2
木
曜
日
に
市
役
所
で
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
差
別
や
い
じ
め
、
名
誉
棄
損
な
ど

日
常
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人
権
問

題
で
は
と
感
じ
た
り
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い
い
か
困
っ
た
と
き
は
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

10
日
㈯
〜
16
日
㈮

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を

目
的
と
し
て
、平
成
18
年
6
月
に「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

　市では毎年2月から3月にか
けて千羽鶴をつくり、広島の
平和記念公園に送っています。
　本年はこの事業と併せ「平
和を考える子どもたちの作品
展」を実施します。
　子どもたちに「平和」とは
何かを考えてもらい、それを
絵画などの作品として市役所
ロビーへ展示するため、作品
を次のとおり募集します。
展示日時　2月20日㈪～ 3月9日㈮
展示場所　市役所1階ロビー
対象　平成24年4月から小学校へ入学する子（平成17年4月
2日～平成18年4月1日生まれ）
作品　A5横の用紙（企画政策課にあります）に平和を表現
したもの（表面に名前を記入してください）
※クレヨン、鉛筆、絵具などで平和の絵を描いたり、折り
紙を張るなど作成方法は自由です。
■申・■問　2月10日㈮までに企画政策課男女共同参画室　内
線3355へ

法
律
」
が
施
行
さ
れ
「
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ

め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を

挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ

る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心

と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
5

特
設
人
権
相
談
所

日
時
　
5
日
㈪
〜
9
日
㈮
　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

場
所
　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局

（
佐
倉
市
）

内
容
　
い
じ
め
、
親
子
・
夫
婦
・
扶

養
・
相
続
な
ど
の
家
庭
問
題
、
借
地
・

借
家
・
名
誉
・
信
用
・
差
別
・
い
や

が
ら
せ
な
ど
、
人
権
上
の
問
題
や
悩

み
ご
と
な
ど

相
談
員

　
人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局

職
員

問
　
千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局

0
4
3
（
4
8
4
）
1
2
2
2

　
放
置
自
転
車
は
駅
前
広
場
や
歩
道

を
ふ
さ
ぎ
、
歩
行
者
や
体
に
障
害
が

あ
る
人
の
通
行
や
救
急
車
・
消
防
車

な
ど
に
よ
る
緊
急
活
動
の
妨
げ
と
な

り
ま
す
。

　
市
で
は
「
市
自
転
車
等
の
放
置
防

止
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
白
井

駅
、
西
白
井
駅
前
周
辺
を
「
自
転
車

等
放
置
禁
止
区
域
」
に
定
め
て
い
ま

す
。
放
置
禁
止
区
域
（
表
紙
参
照
）

に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
、
原
動

機
付
自
転
車
は
、
同
条
例
に
基
づ
き

市
で
撤
去
、
移
送
し
ま
す
。

　
撤
去
し
た
自
転
車
な
ど
に
つ
い
て

は
、
撤
去
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
自
転
車
な
ど
は
必
ず

所
定
の
駐
輪
場
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
市
営
駐
輪
場
を
使
用
す
る
場
合
は

必
ず
定
期
利
用
の
申
請
ま
た
は
一
時

利
用
券
を
購
入
し
、
自
転
車
な
ど
に

自
転
車
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

市緊急節電対策計画
取り組み結果

　夏の電力不足に対
する緊急的な対策と
して実施した「白井
市緊急節電対策計画」
は、10月31日をもっ
て終了しました。　
　取り組みの結果は
下表のとおりで、各
月とも計画目標を達成しました。
■問　環境課環境保全班　内線3276

昨年のピーク時使用最大電力に
対する削減割合

区分 市施設全体
市役所庁舎・
保健福祉センター

目標 △15㌫以上 △20㌫以上

7月実績 △25.2㌫ △24.9㌫

8月実績 △23.7㌫ △25.3㌫

9月実績 △25.9㌫ △23.3㌫

10月実績 △23.6㌫ △24.9㌫

貼
付
し
ま
し
ょ
う
（
無
許
可
駐
輪
も

撤
去
の
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　
自
転
車
な
ど
を
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な

ど
に
チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
い
で
い
る
場

合
に
は
、
切
断
し
撤
去
し
ま
す
。

撤
去
さ
れ
た
自
転
車
な

ど
の
返
還

【
返
還
申
請
】

日
時

　
平
日

　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分
（
祝
日
を
除
く
）

場
所

　
市
民
安
全
課

必
要
な
も
の

　
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
な
ど
、
返
還
を
受
け
る
人
の

住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の
）、

印
鑑
、
移
送
保
管
手
数
料
（
自
転
車

2
、
0
0
0
円
、
原
動
機
付
自
転
車

3
、
0
0
0
円
）、
保
管
自
転
車
等

返
還
通
知
（
は
が
き
で
通
知
を
受
け

た
場
合
の
み
）

【
自
転
車
な
ど
の
返
還
】

日
時
　
金
・
日
曜
日
　
午
後
1
時
〜

午
後
4
時（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

場
所

　
放
置
自
転
車
保
管
場
所
（
上

図
の
と
お
り
）

必
要
な
も
の
　
返
還
許
可
証
（
返
還

申
請
時
に
発
行
）、
自
転
車
な
ど
の

鍵
、
印
鑑

問
　
市
民
安
全
課
交
通
防
犯
班
　
内

線
3
3
2
1
〜
3

平和を考える子どもたちの
作品展

はなぶさ保育園
（認定子ども園）
24年度第2次
入園受け付け

　はなぶさ保育園（認定こ
ども園）では来年4月に入園
を希望する0歳児の2次募集
を行います。
　今回募集する人数は2人
です。
受付日時　1月4日㈬～ 31日
㈫　午前9時～午後4時（土・
日曜日、祝日を除く）
■申・■問　はなぶさ保育園☎
（497）7870へ
※市役所では受け付けてい
ません。

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●

●
●

●

●

●

●

●

保管場所
●

●●
商工会

白井コミュニティ　
　センター

●
白井中学校

●
白井第一小学校

●
白井市役所

● 白井消防署

↓

千葉

↓

柏

放置自転車保管場所

放置自転車撤去作業（西白井駅前）

市役所庁舎
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○
菅
澤
運
作

　
　
　
　
　
　
1
0
0
、0
0
0
円

○
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
会

　
　
　
　
　
　
　
　
3
、0
0
0
円

　
市
の
社
会
福
祉
事
業
推
進
基
金
に

積
み
立
て
ら
れ
、
難
病
疾
患
患
者
、

心
身
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
へ
の
福

祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　インフルエンザ流行のピークはおおむね1月と2月です。
冬は気温が低く乾燥した状態が続いてウイルスが長生きで
きることと、乾燥した冷たい空気でのどや鼻の粘膜が弱っ
ていることが冬に流行する原因です。年末年始の人の移動
でウイルスが全国的に広がることも原因の一つだといわれ
ています。
　日常で可能なポイントを再確認して、インフルエンザを
予防しましょう。
【インフルエンザ予防ポイント】
●外出後のうがい、手洗い
●流行している時は人混みへの外出を控える
●十分に休養をとり、体力や抵抗力を高め、日頃からバラ
　ンスよく栄養をとる
●加湿器を活用するなど適度な温度・湿度を保つ
●咳エチケットをこころがける
　○咳やくしゃみの出ている人はマスクを着用する
　○咳やくしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を被い、　
　　他人から口をそむけて、約1㍍以上離れる
　○鼻水などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨てる
　○咳やくしゃみを手で押さえたり、鼻をかんだりした後
　　はすぐに手を洗う
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

保育園園庭開放　保育園の園庭で遊びましょう
【南山保育園】
日時　8日㈭・15日㈭・22日㈭　午前9時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）
☎（491）1131
【桜台保育園】
日時　1日㈭・15日㈭　午前9時30分～ 11時30分
■問　桜台保育園☎（492）6101

公園訪問　
【ふれんど】
日程・場所　1日㈭・笹塚公園
時間　午前10時30分～ 11時30分
■問　子育て支援センターふれんど（南山保育園内）
☎（491）1131

◆　みんな来てね　◆

保育士が公園に訪問します
一緒に遊びましょう

献
血
の
お
知
ら
せ

　
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
に
て
、
献
血

を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
21
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

健
康
増
進
ル
ー
ム
休
館

　
保
健
事
業
の
実
施
の
た
め
、
次
の

と
お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

日
時
　
1
日
㈭
・
8
日
㈭
　
午
前
9

時
〜
午
後
5
時

問
　
健
康
課
健
康
増
進
ル
ー
ム
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
6

座
ぐ
り
講
座

我
が
子
の
将
来
の
た
め
に
V
o
l
・
4

お
話
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く
い
方
へ

の
優
し
い
接
し
方

日
時

　
5
日
㈪

　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般

参
加
費
　
無
料

講
師
　
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ 冬野菜のピクルス

材　料（4人分）
ダイコン200㌘　ニンジ
ン100㌘ブロッコリー
200㌘　酢200㍉㍑水200
㍉㍑　砂糖大さじ2　塩
大さじ1　ニンニク1片
　こしょう小さじ1/2　
ローリエ1枚
作り方　①鍋に酢、水、砂糖、塩、ニンニク、こしょう、ロー
リエを入れ火にかけ、沸騰したら中火にして10分間煮詰
めてから冷まし、ピクルス液を作る　②ダイコン、ニン
ジンは乱切りにし、ブロッコリーは小房に分ける　③別
の鍋でたっぷりの湯を沸かし、②をさっとゆでる　④ゆ
でた野菜が熱いうちに、ピクルス液に漬け込み味をなじ
ませる
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】

　旬の野菜を使った簡単ピクルスです。冷蔵庫の余り野
菜を漬け込んでいろいろとアレンジしてみてください。
ポイントはさっとゆでて食感を残すことと、熱いうちに
酢に漬けて味をよくなじませることです。
　食事の箸休めに、もう一品欲しいときにそっとどうぞ。
温めてホットピクルスもお薦めです。
1人当たりの栄養価　67㌔㌍

冬野菜のピクルス

準
要
保
護
児
童
・
生
徒
に

就
学
費
を
援
助
し
ま
す

　
市
で
は
市
内
に
在
住
し
、
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
小
・
中
学
校
に
就
学

す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
や
生
徒
の

い
る
家
庭
に
就
学
費
を
援
助
し
て
い

ま
す
。

対
象

　
小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
子

を
持
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

●
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停

止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
て
い
る

●
地
方
税
法
に
基
づ
く
個
人
事
業
税
・

固
定
資
産
税
・
市
民
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
か
市
民
税
が
非
課
税

●
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年
金

の
掛
金
の
減
免
を
受
け
て
い
る

●
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
険

料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予
を
受

け
て
い
る

●
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

●
世
帯
更
生
貸
付
補
助
金
に
よ
る
貸

し
付
け
を
受
け
て
い
る

※
各
項
目
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も
、

生
活
保
護
世
帯
に
準
じ
た
世
帯
で
生

活
に
困
窮
し
て
い
た
り
病
気
や
突
発

的
な
事
故
、
災
害
な
ど
で
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
で
援
助

を
希
望
す
る
人
は
、
在
学
し
て
い
る

学
校
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

援
助
対
象
経
費
　
学
用
品
費
、
校
外

活
動
費
、
通
学
費
、
修
学
旅
行
費
、

新
入
学
学
用
品
費
、
医
療
費
、
学
校

給
食
費
な
ど

申
　
申
請
書
（
各
学
校
、
学
校
教
育

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
該
当
す
る
項
目
に
つ
い
て

確
認
が
で
き
る
書
類
を
添
付
し
、
直

　ポールウオーキングは専用ポールを持っ
て歩くことで、正しい姿勢を保ちながら歩
幅を広げてバランスよく歩くことができ、
上半身を積極的に動かすことで運動効果も
アップする新しい運動方法です。
日時　21日㈬　午前10時～正午（荒天中止）
対象　40歳以上　30人（申し込み順）
※申込者が10人に満たない場合は中止しま
す。
参加費　1,500円（テキスト代、保険代など）
※ポールを借りる場合は別途500円掛かりま
す。
■申・■問　14日㈬までに参加費持参の上、直
接白井運動公園☎（497）0222へ

楽しみながらポールウオーキング

タ
ー
　
松
本
な
つ
子
臨
床
心
理
士

【
座
ぐ
り
と
は
】

　
座
ぐ
り
と
は
障
が
い
者
相
談
支
援

事
業
所
と
し
て
市
が
委
託
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
地

域
で
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
、
そ

の
家
族
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
各
種
相
談
、
情
報
提
供

を
総
合
的
に
行
う
窓
口
で
す
。

申
・
問

　
事
前
に
座
ぐ
り
　
花
島
☎

（
4
0
1
）
0
6
3
7
・

 zag
u

ri@
flat.or.jp

へ

接
在
学
し
て
い
る
学
校
へ

問
　
学
校
教
育
課
学
務
班

　
内
線
3

4
2
3

教
育
ロ
ー
ン
利
用
者
に

利
子
の
一
部
を
補
助
し

ま
す

　
市
で
は
金
融
機
関
か
ら
教
育
資
金

の
融
資
を
受
け
て
い
る
人
に
、
返
済

利
子
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

か
そ
の
保
護
者

●
国
内
の
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
に
入
学
を
予

定
し
て
い
る
か
在
学
し
て
い
る

●
市
内
に
住
所
を
有
す
る

●
市
税
を
完
納
し
て
い
る

●
日
本
政
策
金
融
公
庫
ま
た
は
千
葉

銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉
銀
行
、

千
葉
信
用
金
庫
の
市
内
各
支
店
で
月

賦
償
還
方
式
に
よ
る
教
育
資
金
の
融

資
を
受
け
て
い
る

補
助
期
間
　
交
付
決
定
日
の
翌
月
か

ら
各
学
校
の
修
業
年
限
ま
で

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班
　
内
線
3

4
1
2
へ

白井運動公園ポールウオーキング講座

白
井
市
民
大
学
校
公
開

講
座

　「
健
康
心
理
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
〜

心
身
の
健
康
づ
く
り
と
幸
せ
の
デ
ザ

イ
ン
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

日
時
　
19
日
㈪
　
午
後
2
時
〜
4
時

（
受
け
付
け
　
午
後
1
時
30
分
〜
）

場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
50
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
文
化
学
園
大
学
現
代
文
化
学

部
　
野
口
京
子
教
授

申
・
問

　
電
話
か
E
メ
ー
ル
で
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3

3
・

 ｓ
y
ou
g
ai-g
ak
u
sy
u
u

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

インフルエンザを予防しましょう

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

文化学園大学野口教授

2011.12.15



子

育

て

複  

子
ど
も
映
画
会

　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
「
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
」
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
22
日
㈭
　
午
後
2
時
〜
4
時

対
象

　
乳
幼
児
以
上

　
30
人
（
先
着

順
） 子

ど

も

公  
お
は
な
し
会

　
読
書
サ
ー
ク
ル
「
お
は
な
し
の
た

ま
て
ば
こ
」
に
よ
る
楽
し
い
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
で
す
。

日
時
　
3
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
〜
小
学
生

※
未
就
学
児
の
参
加
に
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

桜  

赤
ち
ゃ
ん
・
す
く
す

く
広
場
合
同
ク
リ
ス
マ
ス

　
友
達
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
8
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
市
内
在
住
で
平
成
22
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保

護
者

　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
　
6
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

公  

０
歳
児
サ
ー
ク
ル

「
ザ
ウ
ル
ス
」

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
し
い
お
も
ち
ゃ

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
も
来
る
か
も
。

日
時
　
9
日
㈮
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
平
成
22
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
23
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
20
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
5
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　
公
民
セ
ン
タ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

に
今
年
も 

「
公
民
サ
ン
タ
」
が
来
ま

す
。
親
子
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

　伊澤市長が桜台センターに来て、白井市についての小・中学
生の疑問や質問を直接伺います。
　普段あまり直接聞くことのできないことを市長にいろいろ聞
いて、自分の住んでいる街をもっと学んでみませんか。
日時　22日㈭　午後1時～ 3時
対象　小・中学生　30人（申し込み順）
参加費　無料
■申　11日㈰までに電話か直接桜台センターへ

日
時

　
13
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
子
ど
も
1
人
に
つ
き
2
0

0
円
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
代
）

申
　
9
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

親
子
で
あ
そ
ぼ
う
&

い
ち
ご
ク
ラ
ブ

　
今
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作

り
ま
す
。
そ
の
後
は
み
ん
な
で
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
14
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
40

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
13
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

複  

バ
ブ
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド
・

ち
び
ち
ゃ
ん
ラ
ン
ド

　
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
16
日
㈮
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
40

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
14
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

※
未
就
学
児
の
参
加
に
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

冨  

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
友
達
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
24
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象
　
小
学
生
　
20
人（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
飲
み
物
、
3
0
0
円
程
度

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
上
履
き

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
20
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨

士
セ
ン
タ
ー
へ

白  

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

　
ケ
ー
キ
作
り
や
ゲ
ー
ム
遊
び
を
み

ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
17
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象

　
小
学
生
以
上
　
15
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費
　
3
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
白
井
児
童
館
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

◆
「
写
遊
人
」
写
真
展

　
私
た
ち
は 

「
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン

ス
は
つ
く
る
も
の
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

移
り
ゆ
く
四
季
・
暮
ら
し
を
追
い
掛

け
て
い
ま
す
。
皆
が
思
い
を
込
め
て

撮
っ
た
作
品
を
見
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　
5
日
㈪
〜
17
日
㈯
・

西
白
井
駅
、
17
日
㈯
〜
29
日
㈭
・
白

井
駅

問
　
須
藤
☎
（
4
9
1
）
8
8
1
3

◆
写
真
展
「
沖
縄
戦
争
と
基
地
」

　
66
年
前
の
太
平
洋
戦
争
で
国
内
唯

一
の
地
上
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
沖
縄

の
記
録
を
写
真
で
展
示
し
ま
す
。

日
程
　
6
日
㈫
〜
18
日
㈰
　
場
所
　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　

問
　
白
井
平
和
委
員
会
　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
白
井
市
郷
土
史
の
会
例
会

　  「
沖
縄
の
建
築
空
間

　
他
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
7
日
㈬

　
午
前
9
時
30
分
〜

場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
講
師

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ

ベ

ン

ト

①

長
岡
造
形
大
学
名
誉
教
授
、
建
築
修

復
学
会
代
表
　
宮
澤
智
士
さ
ん

問
　
小
木
曽
☎
（
4
9
1
）
1
9
7

9◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓
練
講

習
会
　

日
時
　
10
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
サ
ン
ロ
ー
ド
津
田
沼
6
階

（
習
志
野
市
）　  

対
象
　
県
内
の
オ

ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
、
医
療
関

係
者
な
ど
　
講
演
内
容
・
講
師
　

「
私
た
ち
の
患
者
力
〜
オ
ス
ト
メ
イ

ト
の
健
康
と
福
祉
の
た
め
に
」 

・
日

本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
　
高
石
道
明
会

長
、  

「
ス
ト
ー
マ
管
理
冬
場
の
注
意

〜
在
宅
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
の
現
状
」 ・

社
会
保
険
船
橋
中
央
病
院
看
護
管
理

室
褥

じ
ょ
く
そ
う瘡
管
理
者
、
皮
膚
・
排は

い
せ
つ泄
ケ
ア

認
定
看
護
師

　
茅
野
昌
子
さ
ん

　
参

加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
事
務
所
☎
0
4
3
（
3
0
9
）
7

5
7
1
（
月
・
火
・
金
曜
日
　
午
前

10
時
〜
午
後
5
時
）
へ

◆
女
声
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・
ア
ミ
」

コ
ン
サ
ー
ト

　
二
度
と
な
い
人
生
だ
か
ら
、
家
田

ひ
か
り
さ
ん
の
独
唱
や
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
な
ど
、
詩
の
心
を

大
切
に
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
素
晴
ら
し

さ
を
求
め
て
心
を
込
め
て
歌
い
ま
す
。

日
時

　
10
日
㈯

　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　  

場
所
　
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
　
入
場
料
　
無
料

問
　
下
堂
園
☎
（
4
4
5
）
7
5
9

8◆
企
画
展
「
台
地
讃

さ
ん
し
ょ
う頌
〜
遺
跡
の
立

地
か
ら
見
る
根
郷
の
歴
史
〜
」

　
㈶
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

移
転
を
記
念
し
て
、
移
転
先
で
あ
る

佐
倉
市
根
郷
周
辺
の
遺
跡
に
つ
い
て
、

立
地
の
変
遷
に
注
目
し
な
が
ら
紹
介

し
ま
す
。

日
程

　
平
成
23
年
12
月
10
日
㈯
〜
平

成
24
年
6
月
29
日
㈮

　
時
間

　
平
日

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
、
土
・

日
・
祝
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

4
時

※
年
末
年
始
は
休
館
し
ま
す
。

場
所
　
㈶
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ

ー
（
佐
倉
市
）　  

入
場
料
　
無
料

問
　
㈶
印
旛
郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
3
（
4
8
4
）
0
1
2
6

◆
サ
ッ
カ
ー
さ
わ
や
か
広
場

　 

「
少
年
と
老
人
そ
し
て
協
力
選
手

（
柏
レ
イ
ソ
ル
）
と
の
交
流
で
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
も
う
。 

」    

を
テ
ー
マ
に

ド
リ
ブ
ル
リ
レ
ー
対
抗
戦
や
協
力
選

手
を
交
え
た
異
年
齢
間
の
交
流
プ
レ

イ
、
サ
ッ
カ
ー
す
ご
ろ
く
、
サ
イ
ン

会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
11
日
㈰
　
午
後
2
時
〜
4
時

場
所
　
特
別
養
護
老
人
施
設
菊
華
園

（
神
々
廻
）

問
　
N
P
O
法
人
北
総
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン

　
岡
田
☎
（
4
9
2
）
2
5

0
0

◆
譲
渡
会
・
飼
い
主
さ
が
し
の
会

　
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
引
き
取
ら

れ
た
動
物
の
「
譲
渡
会
」
と
動
物
を

譲
り
た
い
人
と
飼
い
た
い
人
が
一
同

に
会
す
る
「
飼
い
主
さ
が
し
の
会
」

を
行
い
ま
す
。

日
程
　
11
日
㈰
　
時
間
　
譲
渡
会

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
　
飼
い

主
さ
が
し
の
会
　
午
後
1
時
〜
3
時

場
所
　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富

里
市
）　  

持
ち
物
　
印
鑑
、
ケ
ー
ジ
、

リ
ー
ド
な
ど
　
参
加
費
　
5
0
0
円

（
教
材
費
）

申
・
問

　
9
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
県

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
7
6

（
9
3
）
5
7
1
1
へ

◆
白
井
の
自
然
を
考
え
る
会

①
冬
の
野
鳥
観
察
会

　
冬
の
渡
り
鳥
が
や
っ
て
来
る
清
水

口
調
整
池
付
近
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
　
17
日
㈯
　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
小
雨
決
行
）　  

集
合
場

所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

　
参
加

費
　
1
0
0
円
（
保
険
代
）

クリスマスリース

②
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　   「
北
総
の
四
季
」
を
テ
ー
マ
に
自

然
環
境
や
地
域
の
行
事
、
屋
外
で
の

生
活
の
息
吹
な
ど
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
規
定
　
1
人
2
作
品
ま
で
（
2

L
サ
イ
ズ
、
カ
ラ
ー
・
白
黒
ど
ち
ら

で
も
可
、
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
）

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
人
物

被
写
体
は
肖
像
権
了
承
済
み
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

　
応
募
作
品
の
版
権
は
白
井
の
自
然

を
考
え
る
会
に
属
し
、
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

申
・
問

　
①
は
電
話
で
、
②
は
タ
イ

ト
ル
、
撮
影
場
所
、
撮
影
者
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
た
も
の

（
任
意
様
式
で
可
）
を
応
募
写
真
の

裏
に
貼
り
、
1
月
10
日
㈫
ま
で
に
郵

送
（
必
着
）
で
〒
2
7
0
―
1
4
2

4
　
白
井
市
堀
込
1
―
5
―
2
―
1

0
4

　
白
井
の
自
然
を
観
察
す
る
会

山
口
邦
子
☎
（
4
9
1
）
9
2
9
1

へ◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
事
前
予
約
の
必
要
な
く
、
弁
護
士

や
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
17
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
相
談
料
　
無
料

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
1

　
バ
レ
エ
や
ピ
ア
ノ
の
演
奏
、
ソ
プ

ラ
ノ
・
テ
ノ
ー
ル
の
独
唱
や
器
楽
演

奏
、
合
唱
な
ど
を
行
い
ま
す
。
収
益

金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
の
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
な
ど
に
役
立

て
ま
す
。

日
時

　
17
日
㈯

　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
）　  

場
所

　
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル

　
入
場
料
　
9
9
9
円

問
　
S
I
N
C
S
事
務
局

　
平
田
☎

0
9
0
（
1
7
9
4
）
3
4
3
2

複  

キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
ク
リ
ス
マ
ス
用
の
菓
子
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
17
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
上
履
き

参
加
費

　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

桜  

お
料
理
ラ
ン
ド

　
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
17
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象

　
小
学
生
以
上
　
12
人
（
申
し

込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
水
筒
、
上
履
き

参
加
費
　
2
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

桜   しろい・ちびっこタウンミーティング
～伊澤市長がやってくる～
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　「センターだより」のタイトルの上にある複など
は、下記の申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施している児童館事業などは掲載して
いないものもありますので、児童館だより（各セン
ターにあります）や市ホームページで確認してくだ
さい。

高

齢

者

趣
味
・
教
養
・
学
習

駅  「
ハ
ー
ト
」
つ
ま
づ

き
か
ら
の
立
ち
直
り

　
パ
ニ
ッ
ク
障
害
経
験
者
を
囲
ん
で

座
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
9
日
㈮

　
午
後
6
時
30
分
〜

8
時
30
分

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
8
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

複  

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ロ

ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
大
正
琴
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
オ
カ
リ

ナ
の
演
奏
や
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
へ
の

挑
戦
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
を
行
い

ま
す
。

　
当
日
は
会
場
に
募
金
箱
を
設
置
し
、

集
ま
っ
た
募
金
は
あ
し
な
が
育
英
会

に
全
額
寄
付
し
ま
す
。

日
時
　
4
日
㈰
　
午
後
2
時
〜
3
時

30
分

参
加
費
　
無
料

駅  

放
射
能
に
関
す
る
講

演
会

　
放
射
能
の
基
礎
知
識
や
人
体
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
講
演
、
質
疑

応
答
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
1
0
0
人
（
申
し
込

み
順
）

講
師
　
独
立
行
政
法
人
放
射
線
医
学

総
合
研
究
所
・
研
究
基
盤
セ
ン
タ
ー

研
究
基
盤
技
術
部
　
宮
原
信
幸
主
任

研
究
員

申
　
9
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス「
音
魂
」

　
観
客
の
皆
さ
ん
も
審
査
員
で
す
。

一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　
当
日
は
東
日
本
大
震
災
へ
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
（
募
金
箱
の
設
置
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
タ
オ
ル
の
販
売
）
を
併
せ

て
行
い
ま
す
。

シ  
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
〜

　
年
賀
は
が
き
の
作
成
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
E
メ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
14
日
㈬
〜
16
日
㈮
、
19
日
㈪
・

20
日
㈫

　
午
後
1
時
45
分
〜
4
時
45

分
（
全
5
日
間
）

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
ロ

ー
マ
字
入
力
が
で
き
、
全
日
程
参
加

で
き
る
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
　
7
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福  

生
き
が
い
支
援
事
業

①
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　
年
忘
れ
に
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

日
時
　
20
日
㈫
　
正
午
〜
午
後
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

日
時
　
11
日
㈰
　
午
後
1
時
〜
午
後

5
時福  

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ク
リ

ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
を
目

的
に
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
ピ
ア
ノ
、
バ
イ

オ
リ
ン
な
ど
の
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
を

期
間
中
の
午
前
、
午
後
の
2
回
行
い

ま
す
の
で
、
す
て
き
な
時
間
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
期
間
中
は
募
金
活
動
を
行
い
、
募

金
は
被
災
地
へ
全
額
寄
付
し
ま
す
。

日
程

　
12
日
㈪
〜
17
日
㈯

時
間

　
午
前
11
時
〜
、
午
後
2
時
〜

※
14
日
㈬
の
午
前
の
部
は
午
前
10
時

45
分
か
ら
で
す
。

参
加
費

　
無
料

　

コ  

介
護
・
そ
の
時
に
困

ら
な
い
た
め
に

　
白
井
市
の
高
齢
化
の
現
状
な
ど
、

介
護
の
た
め
の
予
備
知
識
や
現
場
か

ら
の
声
を
伝
え
、
困
り
事
な
ど
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
　
15
日
㈭
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
い
あ
い

土
屋
亮
子
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
市

高
齢
者
福
祉
課
職
員

参
加
費

　
無
料

申
　
本
日
午
前
9
時
か
ら
11
日
㈰
正

午
ま
で
に
電
話
、
E
メ
ー
ル
か
直
接

白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 m
ail@
sh
iroi-com

10.co

m

へボ  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人

や
実
践
者
が
集
い
、
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
交
流
で
き
ま
す
。

日
時

　
13
日
㈫
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
1
時

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
者
　
50
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
昼
食
代
な
ど
）

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へボ  

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　
保
育
士
に
よ
る
実
技
指
導
や
保
育

活
動
サ
ー
ク
ル
で
の
実
習
な
ど
を
通

じ
て
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者

と
し
て
の
知
識
や
技
術
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
16
日
㈮
、
19
日
㈪

　
午
前
10

時
〜
正
午
（
全
2
日
間
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
で
保
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
心
が
あ
る
人
　
20
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
無
料

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ公  

男
の
料
理w

ith
白

井
ク
ッ
カ
ー
ズ

　
料
理
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
な

か
な
か
作
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
い

う
男
性
向
け
の
講
座
で
す
。

②
門
松
作
り

　
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
に
飾
る
本
格
的

な
門
松
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
24
日
㈯
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
2
時

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

　

申
　
①
は
19
日
㈪
、
②
は
22
日
㈭
ま

で
に
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　
帝
国
ホ
テ
ル
風
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
や

鯛
の
あ
ら
汁
、
白
身
魚
の
柚
子
あ
ん

か
け
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
17
日
㈯
　
午
後
4
時
〜
7
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性
　

4
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三

角
巾
、
上
履
き

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

複  

男
の
料
理
講
座

　
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
や
ピ
ザ
、
焼
き
カ

レ
ー
パ
ン
を
作
り
ま
す
。

日
時
　
12
月
18
日
・
午
後
2
時
〜
5

時
、
1
月
15
日
・
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時
、
2
月
5
日
・
午
前
9
時

30
分
〜
午
後
1
時
（
各
日
曜
日
、
全

3
回
）

対
象
　
市
内
在
住
の
男
性
　
9
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
坂
本
好
美
栄
養
士

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
・
布

巾
3
枚
、
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
日
㈰
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

◆
バ
ス
で
巡
る
大
人
の
社
会
科
見
学

「
防
衛
省
・
築
地
・
ソ
ナ
エ
リ
ア

（
防
災
セ
ン
タ
ー
）
見
学
」

　  「
東
京
裁
判
」
の
大
法
廷
と
し
て

使
用
さ
れ
た
市
ヶ
谷
記
念
館
を
訪
ね
、

築
地
で
は
買
い
物
な
ど
を
し
ま
す
。

日
程
　
21
日
㈬
　
集
合
場
所
・
出
発

時
間
　
西
白
井
駅
・
午
前
7
時
、
白

井
駅
南
口
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
・
午
前

7
時
10
分
　
対
象
　
一
般
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）　  

参
加
費
　
4
、

5
0
0
円
（
バ
ス
・
保
険
代
）

申
・
問

　
電
話
で
N
P
O
法
人
国
際

交
流
機
構
　
大
谷
☎
0
4
7
（
4
2

3
）
2
2
8
0
へ

◆
コ
メ
粉
め
ん
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
参

加
者
募
集

　
県
内
で
白
井
市
が
最
初
に
発
売
し

た
コ
メ
粉
め
ん
を
使
っ
た
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
コ
メ
粉
め
ん
は
参
加
者
が
事
前
に

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
21
日
㈬

　
午
前
11
時
〜
午
後

2
時

　
場
所

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

※
コ
メ
粉
め
ん
は
モ
リ
タ
米
店
（
堀

込
）  

、
た
ち
ば
な
園
（
清
水
口
）
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
一
般

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円

申
・
問

　
電
話
で
千
葉
県
米
粉
麺
普

及
協
会
　
奥
崎
☎
（
4
9
1
）
8
5

8
2
（
午
後
6
時
〜
8
時
）
へ

◆
北
総
里
山
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

「
3
市
長
大
い
に
語
る
　
北
総
の
里

山
　
千
葉
の
里
山
」

　
緑
豊
か
な
北
総
の
里
山
を
未
来
に

残
す
た
め
に
行
政
や
市
民
に
何
が
で

き
る
か
、
根
本
野
田
市
長
を
招
い
て

日
本
生
態
系
協
会
の
関
健
志
事
務
局

長
の
司
会
で
山
崎
印
西
市
長
、
伊
澤

白
井
市
長
の
3
人
で
討
論
し
ま
す
。

日
時

　
24
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

30
分

　
場
所

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉

イ

ベ

ン

ト

②

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
3
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル

（
印
西
市
）　  

対
象
　
一
般
　
2
0

0
人
（
先
着
順
）　  

参
加
費
　
無
料

問
　
北
総
里
山
ク
ラ
ブ
　
矢
野
☎
0

8
0
（
5
0
8
7
）
7
2
3
5

◆
成
年
後
見
制
度
個
別
相
談
会

　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉

士
が
ペ
ア
に
な
っ
て
法
律
と
福
祉
の

両
面
か
ら
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
1
月
29
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
　
場
所
　
県
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
市
中
央
区
）　  

対
象

一
般
　
70
人
（
申
し
込
み
順
）　  

参

加
費
　
無
料

申
・
問

　
参
加
申
込
書
（
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
千
葉
県
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
12
月
22

日
㈭
ま
で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
〒

2
6
0
―
8
5
0
8

　
千
葉
市
中
央

区
千
葉
港
4
―
3

　
㈳
千
葉
県
社
会

福
祉
協
議
会
☎
0
4
3
（
2
0
4
）

6
0
1
2
・
℻ 

0
4
3
（
2
0
4
）

6
0
1
3
・

  h
ttp://w

w
w
.

ch
ibak
en
sh
ak
y
o/com

へ

◆
障
害
者
の
一
日
限
り
の
水
泳
教
室

日
時
　
2
月
5
日
㈰
　
午
前
10
時
30

分
〜
　
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
1
階
朝
日
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
印
西
市
）　  

対
象

　
小
学

生
以
上
の
障
害
者
で
自
立
歩
行
が
で

き
、
成
人
の
介
助
者
が
付
き
、
医
師

か
ら
運
動
な
ど
を
禁
止
さ
れ
て
い
な

い
人
と
そ
の
保
護
者
　
5
組
（
申
し

込
み
順
）　  

参
加
費
　
1
、   

0
0
0

円
（
施
設
使
用
料
）

※
参
加
費
は
口
座
振
り
込
み
で
の
支

払
い
に
な
り
ま
す
の
で
、
振
込
先
は

申
込
時
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
の
参
加
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て

も
、
参
加
費
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

申
・
問

　
1
月
5
日
㈭
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
　
サ
ー
ク
ル
　
安
保
☎
0
9
0

（
3
0
6
9
）
8
4
6
9
・
℻
0
4

7
6
（
8
5
）
6
0
8
4
へ

社   社会福祉協議会事務局長募集
　事務局を統括し、職員を指揮・監督する地域福祉に
強い意欲と情熱を持った人を募集します。
　採用者は社会保険、退職積立制度に加入します。
　選考日は申込者に個別で後日通知します。
雇用期間　平成24年4月1日～平成25年3月31日（更新
あり）
対象　おおむね60歳前後で管理監督職を経験し、普通
自動車の運転とパソコン操作ができる人　1人（応募者
多数の場合は書類により選考）
勤務日・時間　週5日（土・日・祝日を除く）・午前8時
30分～午後5時
給料　月額20万円（別途通勤手当あり）
選考方法　面接（口頭試問有り）
■申　履歴書に必要事項を記入の上、平成23年12月22日
㈭までに直接または郵送で社会福祉協議会へ

2011.12.17
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

□消費生活相談　月・火・水・金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所相談室　内線3294
商工振興課　内線3242
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）市役所
相談室　内線3280
□就学相談　月～金曜日
8:30 ～ 17:00学校教育課　内線3423
□教育相談
（相談員による相談）　火～金曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2・4木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター (要予約）　
企画政策課　内線3354・5
□心配ごと相談　水・金曜日
10:00 ～ 15:00（弁護士来所日は8:30から
窓口で受付順）　保健福祉センター社会福
祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
9:00 ～ 17:00　保健福祉センターボラン
ティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター家庭児
童相談室☎（497）3477
□こころの相談
（医師による相談）第2木曜日
10:00 ～ 12:00（前日正午までに要予約）
（精神保健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 15:00（予約優先）　保健福祉セ
ンター保健福祉相談室☎（497）3491
□木造住宅耐震相談　原則毎月最終金曜日
10:00 ～ 16:00　市役所相談室　都市計画
課　内線3233（4日前までに要予約）

各　種　相　談

文化会館 ☎(492)1121

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。日程は変更になる場合があります。

項　目 内　　容 日　程 金 額
常設展
「白井のあゆみ」

原始・古代から現代まで
の白井を紹介

火～日曜日
9：00 ～ 17：00 無 料

※展示替えおよび年末年始のため27日㈫から4日㈬まで休館になります。

出張所 日 月 火 水 木 金 土
西白井出張所 ●

休所

● ●

桜台出張所 ● ● ●

白井駅前出張所 ● ● ●

冨士出張所 ● ● ● ● ● ●

公民センター出張所 休所 ● ●

証明書などの発行日　市民課　内線3147

※●印は住民票や印鑑証明などの証明書を発行できる日です。祝日は
発行できません。
　土・日曜日は戸籍謄本･抄本の発行はできません。
　発行時間は午前8時30分から午後5時15分までです。

プラネタリウム館 ☎(492)1125

図書館 ☎(492)1122

乳幼児健診・予防接種
健康課母子保健班☎（497）3495

日 程 場所 受付時間 対　　象

4カ月育児相談
16日㈮

○保
9:30 ～ 10：00

23年7月生まれの人には個人通知
20日㈫ 13：15 ～ 13：45

9カ月からの食育教室
15日㈭ ○保 9:30 ～ 10:00 23年2月生まれの人(個人通知は

なし)

1歳6カ月児健康診査
9日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 22年5月生まれの人には個人通知13日㈫

3歳児健康診査
2日㈮

○保 13:15 ～ 13:45 20年6月生まれの人には個人通知
6日㈫

2歳児歯科健康診査
21日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 21年6月生まれの人には個人通知

三　種　混　合
8日㈭ ○保 13:15 ～ 13:45 生後３カ月から90カ月未満の人

ポ　リ　オ
5日㈪ ○保 13:15 ～ 13:45 生後３カ月から90カ月未満の人

※予防接種日程は集団接種です。個別接種については問い合わせて
ください。場所の○保は総合保健センター（保健福祉センター2階）です。
　該当すると思われる人で通知のないときは問い合わせてください。

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

4日㈰ 大 北総太鼓祭 鼓響 13：00 指定席1,500円
鼓響実行委員会
木村
☎0476(46)8311

6日㈫ 中 役立つ！中高年齢者の
再就職支援セミナー 10：00 無 料 商工振興課 

☎(492)1111

7日㈬ 大 サエラコンサート 18：30 指定席4,500円
MIN-ON インフォ
メーションセンター
☎03(3226)9999

9日㈮ 中 女性のための再就職支
援セミナー 10：00 無 料 商工振興課 

☎(492)1111

10日㈯

大 女声合唱団 コール・ア
ミ コンサート 14：00 無 料 桜井

☎(443)9348

中 VIVACE X'mas
HANDBELL CONCERT 14：00 無 料 本屋

☎090(9325)3441

11日㈰

大 吉本音楽学院ピアノ発
表会 9：35 無 料 吉本音楽学院

☎(492)2230

中 講演会「はだしのゲン
を語って25年」 14：00 無 料

しろい九条の会
伊藤
☎(491)8606

17日㈯

大
SINCS クリスマス・　
チャリティ・コンサー
ト2011

14：00 全席自由999円
SINCS事務局
平田
☎090(1794)3432

中 小さなピアニストたちによ
るクリスマスコンサート 13：30 無 料 中前

☎(406)5615

18日㈰ 大 クリスマスダンスコン
サート2011 15：30 無 料

ダンシングキャッ
ツ白井　谷井
☎(492)1162

※主催者の都合により中止・延期になる場合があります。

日 程 時　間 場　　所

21日㈬
10:00 ～ 11:30

西白井複合センター

22日㈭ 保健福祉センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が対
応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。22日㈭は食事や
栄養について栄養士に相談したり、子どもの身長や体重を測定する
ことができます。

郷土資料館 ☎(492)1124

項　目 日　時 内　容 対　象 場所

おはなしかい
7日・14日・21日
（各水曜日）
15：30 ～

絵本の読み
聞かせなど

一人で話を聞
ける子ども

おはなし
のへや

親子おはなし
かい

21日㈬
11：00 ～

わらべうた、
絵本の読み
聞かせなど

市内在住の小
学校未就学児
とその保護者

朗読の会「も
えぎ」による
朗読会

2日㈮
13：00 ～

大人向けの
文学作品の
朗読

一般 2階
研修室

クリスマスお
はなしかい

18日㈰
11：00、13：30

小学生低学年以下（プラネタリウム
観覧料が掛かります）

※図書館の開館時間は、火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7
時まで、日曜日は午前9時30分から午後5時までです。
※クリスマスおはなしかいは、プラネタリウム館の「こどもクリス
マスアワー」の中で行います。

震災の影響により再生紙の入手が困難なため、
上質紙を使用しています。

健康相談
健康課健康づくり推進班☎（497）3494

項　目 内　　容 日　時 金　額

子ども向け
投映 
ロイ君アワー

子どもクリスマスアワー
2011

日曜日 11：00
4日・11日・25日

市内
大人210円、
子ども100円
市外
大人310円、
子ども150円

サンタさんがくる「子ど
もクリスマスアワー」
※図書館司書の話もあり
ます。

18日㈰
11：00、13：30

一般向け
投映

宇
そ ら

宙と88の星語り　～星座
神話・ペルセウス座ほか

土・日曜日 13：30

宇宙・天文カレンダー
2012 土・日曜日 15：00

昼間の星
を見る会

太陽表面の観望（天候に
より中止の場合あり）

10日㈯
11：30 ～ 13：30

無　料
星を見る会

実際の星空で、月、木星、
アンドロメダ銀河ほか観
望（天候により中止の場
合あり）

10日㈯
18：00 ～ 18：45

星空ライブ
コンサート
（大人向け）

アカペラグループ「クリ
ヴィア」の歌声と共に
ドーム内で星空を楽しみ
ます。先着86人

4日㈰
13：30 ～ 14：50

1人700円
前売り券600円

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
■脳の元気度測定
（10：00 ～ 11：30保健
福祉センター）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来所

■朝市（7：00 ～市役
所）

4 5 6 7 8 9 10
■朝市（7：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談 □消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談

□女性生き生き相談
□こころの相談（医師）
■交通事故相談
（10：00 ～ 14：30市役所）
■人権相談（10：00
～ 15：00市役所）
■行政相談（13：00
～ 16：00市役所）
■定例教育委員会議
（15：00 ～市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～市役
所）

11 12 13 14 15 16 17
■朝市（7：00 ～冨士
センター）
■自転車リサイクル
デー（10：00 ～ 12：00
市役所東側駐車場）

□消費生活相談
■年金・労働相談
（10：00 ～ 15：00市役
所

□消費生活相談
■中小企業経営なん
でも相談（14：00 ～
17：00公民センター）

□消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）

□消費生活相談
□心配ごと相談
□木造住宅耐震診断
相談会（10：00 ～
16：00市役所）

■朝市（7：00 ～市役
所）

18 19 20 21 22 23 24
■朝市（7：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談 □消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来所
■住宅リフォーム無
料相談会（13：00 ～
16：00市役所）

□女性生き生き相談
■夜間窓口納付と納
税相談（17：15 ～
20：30市役所）

【天皇誕生日】 ■朝市（7：00 ～市役
所）

25 26 27 28 29 30 31
■朝市（7：00 ～冨士
センター）
■休日窓口納付と納
税相談（9：00 ～
12：00市役所）

□消費生活相談 □消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談（精
神保健福祉士）
■官庁仕事納め

■朝市（7：00 ～市役
所

■朝市（7：00 ～冨士
センター）

文化センターからの
　　 お知らせ
文化センターは、28日㈬から

1月4日㈬まで休館です。


